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日本における地域主権 と「新 しい公共」は、いかにして実現可能か。21世紀の EU諸国は、

文化多様性を促進する立場から、スマー トでサステイナブルな都市文化政策を打ち出している。

とくに、分権先進国 ドイツの現代文化政策は、各地域の文化的多様性を保障 し、公共圏におけ

る文化価値を重視することで、極端な市場のグローバル化、「暴走する資本主義」に対抗する

新 しい価値観を創生 し発信 している。そこで、多様性を保障する ドイツの文化政策・文化環境

のフィール ドワークを通 じて、地域主権時代の都市文化政策のあり方を原点から構想すること

が 「芸術文化環境の国際調査研究」と題 した本プロジェク トの第一の目的である。

第二の目的は、より具体的なアクションを必要とする。先端的な文化政策の実践によつて個

性を発揮 している都市間・地域間をネ ットワークし、まずはグローバルな課題をローカルな視

点で共通認識するための、もしくはローカルな課題をグローバルな視点で共通認識するための、

インターローカルなフォーラムを継続的に構築 したい。そ してグローカルな社会問題の解決を

目指 して、文化政策の立場から行動できる仕組みを、国境を越えて創 りたいと願つている。そ

の具体的な展開として、わたしたちは神戸―ベル リンー別府を往還する調査研究を進め、多様

な社会階層 と文化的背景を持つた人々に開かれた討議空間を紡ぎあげようと努めている。 しか

しなぜ、神戸一ベル リンー別府なのか。

自治体財政難 と格差社会の拡大は、グローバル化の負の側面として捉えられるが、他方 「ユ

ネスコ 0創造都市ネットワーク」の推進に見られるように、都市間レベルでの文化協力によつ

て、文化多様性を尊重 した都市文化政策が近年、注 目されるようになつてきた。わたしは日独

文化政策の研究交流、及び文化協力事業を長年にわた り推進 してきたが、平成 23年 4月 から

の半年間、ベル リン自由大学の招待により、パフオーマンス文化についての国際共同研究プロ

ジェク トに従事することができた。

神戸 とベル リンは、ともに「エネ不コ 0創造都市ネ ットワーク」に認定されている。わたし

は神戸市の政策提言 と事業評価に微力ながら関わつてきたが、ベル リンの文化政策・芸術文化

環境についての調査は十分ではなく、両市のネ ットワークも具体化 していない。21世紀の先進

都市は、文化多様性、社会包摂、ダウンサイジングなどを新 しい価値観 として再生・創生され

るだけでなく、さらにグローバル化の中で急成長 してきた新興国の諸都市とも真摯に対話 して

いくモラルが問われる。学生 0院生が、多文化共生の先端にある都市の文化政策と芸術文化環

境を調査研究することによつて、神戸大学が、文化多様性、地域主権、社会包摂などを尊重 し

た、もうひとつのグローバルネットワークの担い手となり、ひいては 「国際公共性」を形成す

る世界的な拠点となることが期待 されている。

わたしはベル リン自由大学に出張 していた期間中、8月 中旬から 9月 後半まで、7名 の派遣

学生らを引率 して 「文化的多様性を促進する ドイツ文化政策の調査研究」を実施 した。ベル リ

ンのアー トシーンでは複数の文化が力強く混交 し、ジャンルを超えた出会いと創造の連鎖反応

が相次ぎ、先端的芸術が 日々生み出されている。その背景には、高度に制度化された既存の芸

術 と、それを超克 しようとする美的実験のせめぎあいがある。 とりわけ移民、外国人比率が際

立って高い国際都市ベル リンは、文化的・民族的背景の異なる市民・住民のコミュニティを、

ゲットー化やアパル トヘイ トとは全く異なる方法でホス ト社会に有機的に融合させ、斬新な第

二の文化・アー トを生み出すための文化政策を推進 している。そのコンセプ トと現状について、



多様な分野にわたってヒアリングを中心に精力的なフィール ドワークを実施 した。調査先の一

例をあげると、ラディアル 0システム、ベル リン国立東洋美術館、ハウス・アム・ヴァル トゼ

ー、ベル リン・コー ミシエ・オーパー、ベル リン・ ドイツ・オペラ、コンツェル トハウス 0ベ

ル リン、フィルハーモニー、ゲーテ 0イ ンスティテュー ト首都オフィス、キャラリー村田&フ
レンズ、バルハウス・ナウニンシュ トラーセなどである。それ らの調査研究の成果については、

本報告書に収録された ドキュメン トおよびテーマごとの研究ノー トをご笑覧いただき、ご批判

を賜 りたい。

しかし、わたしたちが調査プロセスで実感 したことは、連邦やベル リン市州が推進 している
「文化政策」の以前に (も しくは並行 して)こ のまちの遺伝子には、その歴史的 0政治的背景

に起因する固有性、特殊性が濃縮 されてお り、そこからベル リンでしか起こりえない 「マイク

ロユー トピア」がきらめき出ている、とい う驚きの数々であった。そ うした経験を、長谷川祐

子は最近、東京都現代美術館で開催された『ゼロ世代のベルリン展』のカタログの中で絶妙に

言語化 している。

社会主義の敗北は、その理念を共有 していたユー トピア主義者たちの行き場を失わせ、矮

小化された日々のユー トピアヘと向かわせた。ベル リンとい う都市が彼 ら残党を魅了する部

分は、グローバル資本主義が、世界の他の都市と比較 した場合、より小さな成功 しかおさめ

ていないという点である。…

アー トの世界では美術館、マーケットが価値と需要の形成において重要だが、ベル リンは

いずれも他の大都市にくらべて脆弱なため、インスティテューション批判や市場批判が有効

ではない。展覧会の機会は日常風景の中にある。…
ベル リンにおいて、政治的なものと感性的なものの関係は、他の都市よりもはるかに健全

にみえる。それはベルリンの遅延によるものだろうか。ここでは感覚に関わる表現が戦略的

ではなく、より純粋な形で生産されているかにみえるのだ1。

アーティス トやクリエイティブ 0ク ラスにとつて、ベルリンは現在、世界で最も刺激的で躍

動感にあふれるトレンディな都市である。ヨーロッパの東西が劇的に出会う文化的混交と変容

の最前線であり、イノベーションのための文化資源のttl場 といってよい。とりわけ家賃の安価

な旧東独地域は、若手のアーティス トやクリエーターが多彩な実験をするための自由な空間に

みちている。ベルリンは、まるで磁石のように世界中の若い芸術家を引き寄せ、裏庭のア トリ
エ、転用した工場、ガレージなど、至る所に新しい美術とパフォーマンスの空間が生まれてい

る。多種多様な技能と才能をもつた人たちが、ゆるい共同体を形成して相互に刺激を与えあう

環境が自生し、アー トによる産業遺産のコンバージョンも枚挙に暇がない。そうした「生き物」

としてのベルリンの「パフォーマンス・カルチャーの絡み合い」を、わたしたちはつぶさに体

感することができたが、その背景を以下の三点に集約してもよいだろう。

① ロンドンやニューヨークにあり、ベルリンにないものは高度な資本の集積である。ベル

リンは国際的な金融センターではない。

② さまざまなチャレンジを必要とするデザイナーにとつて、ロンドンやニューヨークより

も生活費が安いベルリンには外国から多くのクリエーターがやってきて、ここに根を下

1 展覧会カタログ (2011)『ゼロ世代のベルリン わたしたちに許された特別な場所の現在』東京都現代
美術館、p.9。



ろしやすい。

③ 若者に固有のある種の軽さをもつた「サブカルチャー」が、ベルリンにはたつぷり育っ

ている。

その他にも、わた したちのプロジェク トでは、文化政策研究の専門家のレクチャーや意見交

換を、一面では消化不良を招くほど数多く実施することができた。とりわけ 9月 2日 から8日

までの 1週間は全員がベル リンを離れ、ポーラン ド・チェコの国境三角地帯にあるゲル リッツ

大学付属ザクセン文化インフラ研究所を拠点として、ローカルな国境地域で行われている、文

化多様性を保護・促進する文化政策についてフィール ドワークを行った。旧東 ドイツの「辺境」

にある小都市が国境を越えたレベルで展開 している複数民族・複数文化の相互交流、およびハ

イブ リッドな文化的ポテンシャルの開発を目指す先進的文化政策について、多数の調査と討議

を行 う機会に恵まれたのである。

とくに歴史的に複雑な文化的・領土的問題を抱えてきたシュレージエンの中心都市ブレスラ

ウ (ヴ ロツラウ、現ポーラン ド)、 およびズデーテンラン トの リベ レツ (北ボヘ ミアの文化都

市)な どの都市を調査 し、 ドイツ・ポーラン ド・チェコの国境を越えた 「ヨーロッパ都市」 と

してのアイデンティティの形成 と民族的・国家的アイデンティティとの相克、そして文化的多

様性を生かしたインタ~ロ ーカルな文化発展の可能性 と課題について、実地に学ぶことができ

た。本報告書には、それらの希少な調査研究も収録 されている。

なお、わたしは平成 24年度も半年間ベル リン自由大学に出張することから、本プロジェク

トを継続 し、神戸大学がグローバルネ ットワークの拠点となるために、ベル リン自由大学 との

共同プロジェク トを本格的に立ち上げたいと望んでいる。

ベ ップ・プロジェク トOeppu Prdeco

2009年 5月 、わたしは別府で開催 された現代芸術フェスティバル「混浴温泉世界」を訪れ、

めくるめくような知覚の変容 と価値観の転換 を経験 した。その主催者であるアー ト NPO
「BEPPU PROJECT(別府プロジェク ト)」 は、「新 しい公共」づ くりの社会実験の最前衛で

奮闘 しているが、その活動 目的には、美学と社会哲学との融合を目指すわたしの思想 と交響す

る社会文化的コンセプ トが、きわめて簡潔に語 られている。

「社会の中におけるアー トの価値を再発見、もしくはあらたな意義と可能性を見いだし、こ

の場所でしか実現できないユニークな試みを、それがたとえ、分からないといわれるものであ

つても、日常的に地域に提供 し続けること」。BEPPU PROJECTの 究極 目的は「多様な価値が

共存する魅力ある社会の実現」なのである。このコンパク トなマニフェス トの中には、アー ト

と社会の関係をめぐる構成要素が余さず凝縮 されている。

BEPPU PROJECTは 、普遍性 (こ こでは時代 と場所を超える人類共通の価値を第一に意味

する)と 特殊性・固有性・唯一性 (ユ ニークネス)と の関係を、どのように扱 うべきかを模索

しているが、「混浴温泉世界」の綜合ディレクターを務める芹沢高志の以下の根本認識は、わ

た したちが取 り組んできたアー トマネジメン トによる新 しい市民社会創生の理念 と根底で共

鳴する。

1951年に生まれた私は、さまざまなグローバル化をライブで体験 してきたし、ごく自然

に、この地球そのものを、「故郷」と感 じる。そ う思 うのが,感覚的にも一番心地良かった

からだ。「地球人」としての私の意識は、この惑星の自然や文化の多様性をなによりも大切



に考えてきたが、しかしその同じ意識が経済のグローバル化を推進 し、環境や生活を均一化

し、多様性を抹殺 してきたのなら、なんて矛盾に満ちた悲 しみだろう。地球社会を平衡化さ

せていくグローバル化なんて、私はまっぴらごめんなのだ。…私が思いつくことなどたかが

知れているが、しかしこれだけは信 じられると思 うのは、拡大成長の神話は確実に終わつた、

あるいは終わらさねばならないとい うことだ。地球人としての意識を維持 したまま、地球平

衡化に立ち向か うとしたら、マッチ ョな物質的拡大思考に終止符を打ち、われわれは創造的

な縮小に向かわねばならない。GDPが 中国に抜かれてもイン ドに抜かれても、かまわない

じゃないか。国の理念として、経済的な繁栄より精神的な充足を重視するブータンのような

国だつてある。われわれには、もつと注力すべきことがあるはずだ。…物質的な意味での縮

小は恐れるに足らない。絶対に避けねばならないのは想像力の縮小なのだが、現実はその逆

になっている。…とはいえ、今の政治や社会がこうした課題に応えてくれるのか、自信はな

い。ならばどうするか ?こ う言つてしまえば元も子もないけれ ど、結局は個人個人の美意識

に戻るしかない。 自分自身で鏡を見て、そんな生き方は醜 くないか、心の声に耳を傾ける。

群れて、美意識を平均化 してはいけないし、他人を理由にする必要もない。個人の美意識に

従って、個人にできることをや りぬくだけだ2

わたしたちがなぜ別府にこだわ り、神戸―ベル リンの都市間ネ ットワークに別府を接続 させ

たいと熱望 したかの理由は、引用 した芹沢の明察に看取できるだろう。先進諸国はどこも拡大

成長の神話の終焉を迎え、「定常型社会」 (広井良典)を持続可能にする新たな構想力を必要と

しているが、奇妙なことに世界の諸都市は、その経済的・社会的発展過程 とは無関係に「創造

都市」を錦の御旗に競い合つているのだ。もちろん 「創造都市」の理念は、従来の 「グローバ

ル都市」とは峻別されねばならない。佐々木雅幸 (大阪市立大学教授)の説を借 りれば、「グ

ローバル都市」力`金融資本と高度専門サービス業を稼働 させることで社会的格差を拡大したの

に対 し、「創造都市」は市民の創造的活動を基礎 とする文化 と産業 (創造的産業)の発展を軸

に、水平的な都市間ネットワークを広げ、文化的に多様なグローバル社会と社会包摂的なコミ

ュニティの再構築を目指 している、とされる。

都市とは誰のものか ? 創造的都市破壊をこえて

しかし、ユネスコの唱導する創造都市のネットワークが、文化多様性の保護・促進の立場か

ら、いかにして芸術文化を生かした社会包摂的なコミュニティの再生に寄与しうるのだろうか。

その具体的な展望はまだ見えてこない3。 むしろ、わたしが ドイツのいくつかの都市で目撃 して

きたものは、「創造都市」の美名のもとにアー トが資本家と政治家の道具として利用され、ジ

ェン トリフィケーションの過程で使い捨てにされる芸術家やクリエーターの、怨念と反乱であ

る。たとえば 2009年秋に、「創造都市」を標榜するハンブルクの中心街で起きた暴動は衝撃的

だつた。若いアーティス トたちは、次のようなマニフェス トを掲げて、「都市は誰のものか ?」

を市民にラディカルに問いかけた。

アメリカの経済学者 リチャー ド0フ ロリダが、「創造的階級」にとって快適な都市だけが

2 Think the Earth PAPER vol.8,20111巨 4月 。

3国際シンポジウム『グローバル化と文化多様性のせめぎあい』神戸大学大学院国際文化学研究科紀要、
2011年 3月 参照。



繁栄すると計算 して見せて以来、ヨーロッパにはある妖怪が歩き回つている。「ゲイとロッ

クバン ドの無い都市は、経済発展競争に負ける」とフロリダは書いている。多くのヨーロッ

パの大都市は現在、創造的階級のための移住地域 となるように競い合つている。ハンブルク

にとつて、日下この誘致競争は、都市政策が しだいに「都市イメージ」に従属するとい うあ

りさまとなつてきた。大切なのは、一定の都市のイメージを世間に広めること、すなわち、

あらゆる傾向の文化創造者に刺激的な環境 とベス トチャンスを提供する「脈動する大都市」

とい うイメージだ。マーケテイング会社の仕事は、「ハンブルク・ブラン ド」 とい うイメー

ジをメディアに浸透 させることである。…

親愛なる立地政治家 さん、わたしたちはハンブルクについてマーケテイングの範疇で語る

ことを拒否する。…あなたたちの「成長する都市」は、実際には隔離都市である。それは 19

世紀に、プロムナー ド沿いに恵まれた境遇の者たちを集め、群集はその外部の労働者住宅に

集めたのと同じである。わたしたちは 「ハンブルク・ブラン ド」の広告キャンペーンをして

いるのではない。 。̈

わたしたちは主張したい。都市はブラン ドではないし、企業でもない。都市とは「共同存

在=コ モンズ Gemeinwesen」 である。大切なのは、ハンブルクの生活が「成長都市」を目指

す集団に属 さない市民にとつても、生きるに値するものとなるような場所を征服 し、防衛す

ることである。わたしたちは都市への権利を奪還する一  (企業)立地のファクター となる

ことを拒否するハンブルクの住民とともに4。

わたしたちのベル リンでの国際調査プロジェク ト、そ して別府で継続 してきたグローカルな

討議空間 「混浴“学生"世界」は、このような 「創造都市」のディレンマをの りこえようとする

「つぶやき」にすぎないが、その際の原点は、芹沢が語つたように「創造的な縮小」が 「想像

力の縮小」にならないことだ。想像力の自由な飛翔は、芸術家 と若者の特権である。 しかし、

想像力のはばたきを都市やコミュニティの空間デザインに反映させ、異なつたものたちの共同

存在を具現する関係性構築の道は、果てしなく遠いだろう。わた したちは、サスキア 0サ ッセ

ンの以下の言葉を肝に銘 じて、それでも探究を続けたいと思 う。

ここ 10年ほど先進国の大都市でみられるようになった暴動は、おそらく不平等が先鋭化

していることの現れである。都市の魅力的な地区と戦争状態にある地区との間に生じている

こうした格差は、きわめて大きなものとなつている。こうした格差は一 目瞭然なので、無関

心をきめこんで富を貪つている新たなエ リー トと無力感に苛まれ憤激 した貧 しい人々の間

の闘争は、ますます無慈悲にな りがちなのである。

経済力や政治力をほとんどもたない主体は、文化 と帰属意識をめぐる新たな政治、経済の

グローバル化が生み出した新たな地理的力学に根 ざす新 しい国家を超えた政治をつ うじて、

ますます確固とした存在となつてきた。両主体 とも、ますます超国家的になり、またますま

す対立しつつ、自らの戦略的な活動の場を都市に見出している。 しかし都市は対等な競争条

件を備えた場とはほど遠い5。

20091三 lo月 末、 卜[anifest Notin our Name,NIarke Hamburgi
サスキア・サッセン (田淵他訳)(2004)『 グローバル空間の政治経済学』岩波書店、pp.56‐ 57。



橋本 みなみ

Minami HASHIMOTO(Kobe University)

「混浴 “学生"世界」とは一山出さんとの出会いから、アー ト0マ ンス参加まで一

そもそもの始まりは、筆者 と山出淳也さんのインターネット上でのふとした出会いであった。

彼は、NPO法人 BEPPU PROJECT(ベ ップ・プロジェク ト)の代表をされている。2009年
に、本 NPOの牽引により、別府現代芸術フェスティバル 「混浴温泉世界」が初めて開催 され

た。注 目していたものの、その時はフェスティバルに行 くことが叶わなかった。2010年月 4

月、山出さんの トークイベン トが東京で行われるとい う情報をネッ ト上で知った。山出さんの

発言に対 し、思わず、「東京なのですね。関西でも トークをやってくれませんか」と書き込み

をした。すると即座に返事が帰つてきた。「場所があれば、是非行きたいです。」まだ会つても

いない一学生にこれほどフラットに接 してくださることに、驚き、感動 した。山出さんは話の

早い人である。あれよあれよとい う間に会場も日程も決まり、早速 6月 に山出さんと神戸の文

化関係者 らの トークセッション、「場所とアー トの魔術性―神戸と別府の場合―」が実現 した。

この時の自熱 した議論は、また稿を改めて報告 したい。

その後、2010年夏に、「ベ ップ・アー ト・マンス」 とい う月間企画に参加 しないか、とご連

絡をいただいた。アー ト・マンスに参加すれば、別府市民やその他全国の団体が、lヶ 月にわ

た り市内各所で芸術・文化イベン トを開催するのを、広報・会場など様々な点において BEPPU
PROJECTに サポー トしてもらえる。言わば、アー ト・マンスは、市民主導の文化を実現する

ためのプラットフォームとなるのである。

ア~ト マネジメン トや文化政策を学ぶ私たち学生は、何ができるだろう。やはり、「混浴」

を実践することではないだろうか ?

私たちは、芸術文化の理論を学び、芸術文化に関わる現場を手伝 う。この理論 と現場の往復

が私たちの学びである。 しかし、それを改めて振 り返 り、議論する機会は意外と少ない。学校

を越え、地域を越えて、同じ分野の学生に集まってもらい、お互いの経験に学ぶ必要があると

考えたのである。

2年 目は、学生だけでなく、一般の人にも参加 してもらいたいと思 うようになった。 とりわ

け、「よくわからないアー トなるもの」が数年前に入って来たであろう別府市民に、来てもら

いたかった。そこで、副題を、1年 目の「学生による、学生のためのフォーラム」から、「みん

なのためのアー トの語 り場」に変更 し、多様な参加者によつて、<文化とは何か >、 <どこか

らどこまでがアー トなのか>と いった、青臭くも重要な問いを突き詰めていくこととした。依

然として、多くの別府市民に来てもらうのは難 しかったが、こうした他流試合こそが大事だと

感 じている。次年度の「混浴 “学生"世界Ⅲ」では、如何に地元の人々や、マネジメン ト側に

限らずアーティス トらに議論に参加 してもらうかを考えたい。

本冊子に収録 されたフォーラムの文字起こしは、出来るだけ録音そのままの形を保つて仕上

げた。話が噛み合っていなかった り、遠回しな議論をした りしている箇所が散見されるが、そ

うした細部にも、もし何か今後に活きるものがあればと考え、ほぼ全ての議論を収録 した。

ご多忙の中、自身の発言を何度もご確認 くださつた参加者の方々に、深く御礼を申し上げた

い 。



[開催概要]

「混浴 “学生"世界―学生による、学生のためのフォーラムー」 (2010年 )

11月 3日 (水 )

1日 目「アー トマネジメン トの人材育成に関するラウン ドテーブル」

11月 4日 (木 )

2日 目「コミュニティとアー ト」

11月 5日 (金 )

3日 目「自治体文化政策」

11月 6日 (土 )

4日 目「グローバ リゼーションとアー ト」

「混浴 “学生"世界Ⅱ―みんなのためのアー トの語 り場―」 (2011年 )

(キ ャッチコピー :アー ト/文化つてなんのため?学生が開く、座談会)

11月 4日 (金 )

1日 目「こどもとアー ト」

11月 5日 (土 )

2日 目「ちいきとアー ト」

11月 6日 (日 )

3日 目「アー トマネジメン トの人材をそだてる」

※「混浴 “学生"世界Ⅱ」広報ページURL
(BEPPU PRO」ECT作成、最終閲覧 2012年 1月 10日 )

http://www.beppuartIIlonthocorr1/app/prograrr1/40023


